
使用方法は、パックのまま海・河川・池などに投入するだけ。生分解性の素材でやがて自然に還るため、回収不要。

概　要
　「アクアリフト」は、微粒子状のモンモリロナイトに硫黄
細菌を組み込ませた微生物資材で、ダム・湖沼・河川・堀・
溜め池・海湾・養殖場などの底泥・硫化物・水質・臭気を分
解改善することができる。
　「1600PN」はこの微粒子の粉末を生分解性の特殊な不織布
で包んだパック状の資材で、回収不要で環境に優しい。環境
浄化方法として特許も取得している。

特長・効果
１．ヘドロ分解・底質改善、富栄養化による植物プランクト
ンの異常繁殖（赤潮・青潮・アオコ）の抑制、水質改善、
臭気改善、魚類の病気予防など、複数の効果が下流域にま
で広範囲で期待できる。
２．微生物が水域中に定着するので、一度の投入で長期間効
果が持続する。数年に１回ほどの投入で済むため、経済性・
施工性が良く、費用対効果に非常に優れている。
３．硫化水素・硫化物・有機物を分解する能力が高く、浚渫
工事における現場や浚渫土の悪臭改善、ヘドロを減容し浚
渫のコスト削減や代替にも用いられる。
４．海水・淡水どちらでも使用でき、保管方法・使用方法も
簡単で、どこでも誰でも安全・手軽に使用できる。
５．アクアリフトのバクテリアは低温でも活動するので、冬
場でも使用が可能。

さまざまな使用実績の一例

水質保全工

ダム・湖沼・河川・堀・農業溜め池・海湾・赤潮対策
水質浄化資材（特許取得資材）
アクアリフト®1600PN
NETIS登録番号：QS-180022-A

アクアサービス株式会社
〒812-0018　福岡市博多区住吉4-7-19
TEL  092-475-4131　FAX 092-475-4133
URL  https://www.aqua-s.jp/
mail  info2@aqua-s.jp

［拠点］大阪営業所
　（〒569-0004　大阪府高槻市上牧南駅前町）

環境対策工／環境対策工／特集-193

公式サイト 製品ページ

アクアリフト1600PN　１㎏パック１袋の効果発現範囲目安
使用場所・用途 水量・面積

ダム、湖沼など 100,000～200,000t

農業溜め池、親水池、ゴルフ場
池、釣り堀 500～10,000t

河川、クリーク、水路など 500～5,000m2

海岸、干潟、アサリ・ハマグリ・
シジミ漁場など 3,000～5,000m2

海湾、港などでの底質・水質改善、
赤潮・青潮対策 50,000～200,000m2

海面養殖場（フグ、ハマチ、鯛、
マグロ、牡蠣など）

イケス１～３台
につき

※状況にもよるため、使用の際は要相談

１㎏パック
7,000円（税抜） 公式ホームページでは、このほか多くの使用

実績を写真や動画で掲載。使用前からその後
まで、詳細や経過を確認できる。

お堀

ゴルフ場

クリーク

干潟

テーマパーク

農業溜め池

水路

海面養殖場
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施工状況 特殊先端刃

概　要
　従来のサンドコンパクションパイル工法（SCP工法）は、
周辺地域に及ぼす振動・騒音の影響が大きかったが、今回新
たに開発したSDP-Net工法は静的エネルギーを使用するた
め、低振動・低騒音で施工することができる環境に優しい静
的SCP工法である。
これまでのSDP-N工法に特殊先端刃を装備することによ

り、軟弱地盤中に硬い中間層（Ｎ値25程度の砂層）があった
場合でもケーシングパイプの貫入を可能にしている。

特　長
１．環境への配慮
バイブロハンマーを使用せず低振動・低騒音で施工できる
ため、市街地での施工や既設構造物に対する振動・騒音の
影響が振動式SCP工法に比べて格段に小さい。
２．高品質な改良効果
ケーシングパイプの先端周辺に取り付けてある特殊機能を
備えた地盤掘削翼等により、ケーシングパイプ直下の土砂
を崩壊させながら、崩壊した土砂を下方に押し込むことな
く、強制的に削孔壁に押し付けることができるため、杭間
地盤の締固め効果の向上が期待できる。
３．硬土地盤への貫入能力の向上
ケーシングパイプ先端部に、硬土地盤への貫入を可能にす
るための特殊先端刃を装備することにより、軟弱地盤中に
Ｎ値25程度の硬い中間層があった場合でも、施工が可能と
なった。従来工法のように、アースオーガによる先行削孔
工が不要となり、安全性・経済性が向上する。
４．資源の有効活用
砂および砕石の他に、再生砕石等のリサイクル材を改良材
として有効利用できる。

掘削拡径ヘッドの特長
Ａ：地盤掘削翼
新型の地盤掘削翼により、ケーシング外周部直下の土砂を
確実に掘削し強制的に崩壊させ、その土砂をＢ部に移送。SCP
造成時には振動式SCP工法の鉄蓋同様の役割を果たす。

Ｂ：掘削爪
ケーシング周辺地盤の掘削、ケーシング外周周面摩擦の低
減およびＡで崩壊させた土砂をＣへ移送する。
Ｃ：掘削ブロック
Ｂから送られた土砂を水平方向の削孔壁に強制的に押し付
ける。
Ａ→Ｂ→Ｃの順序で掘削土砂を削孔壁へ強制的に押し付ける。

施工方法

陸上地盤改良工

SDP-Net工法
（静的締固め地盤改良工法）

NETIS登録番号：KTK-210011-A

SDP工法研究会
〒101-0021　東京都千代田区外神田2-2-3　あおみ建設㈱内
TEL 03-5209-7876　FAX 03-5209-7887
URL https://www.aomi.co.jp/tech/sdp-n.html
mail jiban@aomi.co.jp

［特別会員］東洋建設㈱、あおみ建設㈱、家島建設㈱
［正会員］前田建設工業㈱、㈱エステック、シンコー・テクノ㈱、タチバナ工業㈱、
中野工業㈱、㈱エフビーエス、㈱エムジー

特集-192／港湾・港湾海岸・空港／港湾・港湾海岸・空港

①ケーシングパイプ内にパイル材（中詰め材）を投入する。
②ケーシングパイプを回転貫入装置による正転（時計回り）で地盤中に
貫入させる。
③ケーシングパイプを所定深度まで貫入させる。
④ケーシングパイプ内の砂面計でパイル材天端面を確認後、ケーシン
グパイプを逆転（反時計回り）で引き抜きながら、ケーシングパイプ
先端から所定量の中詰め材を排出する。
⑤ケーシングパイプを押し下げ、所定長（500㎜標準：硬土地盤では
200～500㎜）、所定径（φ700㎜）の拡径杭を造成する。
⑥拡径杭（φ700㎜）の造成完了。
⑦ケーシングパイプを反転で引き抜きながら所定量のパイル材を排出
し、施工基面までドレーン杭を造成し完了する。
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2023年度 建設資材・工法年鑑掲載

※【NETIS登録水質浄化資材として、
　2023年度版建設資材・工法年鑑に掲載されています】


